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柳窪の歴史をたどって パートⅡ

第⼆章は、柳窪の⼼の歴史をたどってみましょう。

古今東⻄、⼈格形成に⼤きな役割を果たすのが、教育（家庭・学校）と

信仰だそうです。

ここではまず、『柳窪村の⼈々の信仰の歴史』から。

この地は開びゃく以来、天神社と⻑福寺を中⼼に形成された集落とも⾔え

ます。

開拓初期規模でお寺とお宮の両⽅じゃ⼤変！などと考えてしまいそうな現

代の私たち。

でも、この機会に歴史を振り返って⾒ると、現代⼈が置き忘れてしまった、そ

の信⼼深さやひたむきさの中でこそ、我慢強さや根性が培われたのではとの

思うようになりました。

今、先達の⽣き様を参考に「⼼の再構築」が必要な時を迎えているのかもし

れません。

下の写真は、天神社の⿃居とお社ですが⻑福寺も同じ境内にあります。

天神社：

集落の産⼟神、天神社は正徳⼆年

（1707）に建替えた記録からする

と元禄期の建⽴と考えられています。

境内には六所宮神主（現⼤国魂

神社宮司）猿渡盛章が書いた柳窪

梅林の碑（安政四年建⽴）があり

ます。

その碑⽂に来梅（くるめ）荘ノ⾥・

来梅（くるめ）川とあるので、これが

久留⽶という地名の由来だとの説も

あります。

⻑福寺：

現在天神社の隣にある⻑福寺は、

北原公園近辺に１８世紀初頭に

創建されました。

埼⽟県新座市の蓮光寺（真⾔

宗）の末寺で、住職は蓮光寺から

来ていました。

このお寺は集落の宗⾨別⼈別と念

仏、講など村⼈の⽇常的な信仰の

拠り所で、お葬式となると蓮光寺で

⾏っていました。

蓮光寺と柳窪村の結びつきは⾮常に

強かったようですが、明治期になると

東久留⽶市内多⾨寺の檀家となる

家が出始め、現在は、旧集落内の

野崎・奥住・内⽥姓の家々は全て多

⾨寺の檀家となり、村野姓の家々に

ついては、所沢の本覚院の檀家とし

て変わりなく続いています。

かつて檀家とお寺の繋がりは強く先祖

代々続きましたから、集落内の家々

の歴史をこんなところにもみることがで

きます。

お盆のある⽇のこと、天神橋を通る際

⾒つけました。

キュウリの午は「お盆になったら少しで

も早く来てください」と先祖の魂を出迎

える気持ち、魂があの世へ帰るときは

ナスの⽜で少しでもゆっくりと願う気持

ちを表しているのだそうです。

通りすがりの⽅が、今でも⾼齢の⼥

性三⼈ほどが念仏講を続けておられ

ますと教えてくれました。

⽣活の中で、今でも息ずいている柳

窪（⽇本⼈）の⼼を垣間⾒たよう

で、なんだか嬉しくなりました。

⼗三仏の碑

北原公園の近くの“野崎宗家墓地

（陵）”内に明治期に建⽴された⽯

碑があります。 これが⼗三仏の碑で

す。

野崎市郎⽒によると：

「元禄の初め、ここにお堂がありました

が、年⽉が経ち廃屋のようになってし

まったので、堂内の⼗三仏を⻑屋⾨

のあった野崎宗家に移しました。

時代の紆余曲折のうちに、そのことが

忘れられていたある時、物置の⽚隅

から⼗三仏像が⾒つかったのです。驚

き慌て⼩さなお堂をたてお祀りしまし

た。が、簡便な建物だったため、お堂

も仏像も⾵⾬にさらされ朽ち果ててし

まったのです。

このことを残念に思い続けた⼈たち

は、昭和期になって元々お堂のあった

場所に⼗三仏堂の由来を⽰す碑を

建⽴し、仏徳と先⼈を偲ぶ、せめても

のよすがにしたのです。」ということで

す。

これぞ、信⼼深さとご先祖の⾜跡を

消すまいとする柳窪魂！！

次に：

『柳窪の教育の曙』を辿ってみましょ

う。

『「教育とは今⽇⾏くことだ！」と教わ

りました』と野崎翁が⾔うように、学校

での勉強も家庭でのしつけも教育とし

て⼤事にされましたが、ここでは学校

のルーツをお伝えします。

⼗三仏の碑を拡⼤しました。

碑⽂に「元禄⼆年（１６８９）に

⼗三仏堂が建⽴され住職が近隣の

⼦弟に⼿習いを教えていた。 寛政

⼗年（１７９８）順達という和尚

さんがお堂を修理して寺⼦屋を開い

ていた」と刻まれています。

村の誕⽣とされる１６７０年から僅

か１９年後の１６８９年（元禄

⼆年）に、早くも教育が始まっていた

ということです。

これは東久留⽶市内で最も早い教

育の幕開けとされています。教育をと

ても⼤事にしていたことが分かります

ね。

筆⼦の墓（塚）

筆⼦の墓（塚）とは、教え⼦が先

⽣（師）を偲んで建てたお墓

（塚）のことです。 野崎家墓地

（北原墓地）内にある写真のお墓

には、“安永四年（1775） ⼿習

⾨弟中”と刻まれています。 これは

市内で最も古い筆⼦の墓です。

過酷な開拓⽣活のなかでも「師を敬

い教育を⼤切にしていた先祖の気概

は今⽇に⾄るまでこの地に受け継が

れております」と野崎翁。

柳窪気質のルーツを遡ったパートⅡで

す。

ここで感じたのは、真摯に⽣きぬいた

⽣活の積み重ねの上に今⽇があり未

来があるという、当たり前ことでした。

柳窪旧集落には、狭い範囲にお地

蔵さんや庚申塚などがたくさんあり、そ

れぞれ綺麗なお花が供されていまし

た。

普段気づいていない当たり前のこと

を、改めて肌で感じさせてくれる、不

思議な魅⼒の柳窪旧集落です。

次回は⽣活（経済）の歩みをお伝

えしたいと思います。
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